
経済産業部 商工業局

経済産業部 商工業局

 いよいよ本格稼働！
～企業脱炭素化支援センターの挑戦～



取組の背景

１

国 
地球温暖化対策計画の改定（令和３年10月22日閣議決定）
・計画期間：閣議決定の日～2030年度 ・「2050年カーボンニュートラル」宣言
・2030年度に温室効果ガスを2013年度比46％削減を目指す。さらに50％の高みに向け挑戦を続けていく。

 

  県

第４次静岡県地球温暖化対策実行計画 計画期間：2022～2030年度（９年間）

◎長期目標：2050年脱炭素社会の実現
 ◎2030年度温室効果ガス 

 削減目標 
2013年度比     

 46.6％削減 
・中小企業等脱炭素化推進支援プロジェクト
・建築物・住宅の省エネ化の推進
・脱炭素型ライフスタイルへの転換
・再生可能エネルギー等の導入拡大

重
点
施
策

大企業は、既にサプライチェーン全体での脱炭素化を目指す
方向を強めている。

一方、中小企業は・・・ 取り組む必要性は感じる
が、何から手をつけてい
いのか分からない

このうち、産業部門は39.2%の削減



「企業脱炭素化支援センター」の設置

２

 センター

概要 
設 置 日：令和４年４月１日
運営事務局：(公財)静岡県産業振興財団
人 員 配 置 ：総括マネージャー１名
         業務アドバイザー２名

 

７月下旬
本格稼働！
着々と準備中！

4つのSTEPを支援！

＜脱炭素化に当たり、中小企業が取り組むべき手順＞

STEP１:長期的なエネルギー転換の方針の検討

STEP2:短中期的な省エネ対策の洗い出し

STEP3:再生可能エネルギー電気の調達手段の検討

STEP4:削減対策の精査と計画への取りまとめ

＜企業脱炭素化支援センター＞



＜取組１＞普及啓発・人材育成

３

 
 普及 
 啓発

 
 人材
 育成

○基礎セミナー等の実施

 実施時期：夏以降

 対象：商工会・商工会議所の会員企業等

 講師：センターの業務アドバイザー

○人材育成講座等の実施

 実施時期：秋以降

 対象：①専門家、②企業内リーダー等

 特色：企業向け講座については、業種別に実施



＜取組２＞計画づくり・診断支援

４

相
談

中小企業

 
相
談
対
応
・ 
支
援
制
度
の
紹
介

専門家の派遣

ニーズに応じた専門家派遣
（県による専門家派遣）

ؙ
ؙ
ؙ
ؙ

・業務アドバイザー２名
（技術士、環境カウンセラー、中小企業診断士等 
 の有資格者）

ワンストップ相談窓口の開設

派遣依頼

夏頃本格稼働

＜しずおか省エネ相談窓口＞
（静岡県環境資源協会（環境政策課）

○事業者負担：無料
○支援内容：
 ・省エネ診断
 ・ＣＯ２排出量把握
 ・削減計画策定 等

＜専門家派遣事業＞
（静岡県産業振興財団（経営支援課）

○事業者負担：有料(派遣費用の1/3)
○支援内容：
 ・生産工程や機械設備の見直し
  による脱炭素化
 ・資金調達、税務相談



＜取組３＞設備導入支援

５

 補助金

 
制度
融資

○省エネ設備導入支援補助金（環境政策課）

補助率(額)：補助率１/３、上限２００万円

補助対象：中小企業者（法人及び個人事業主）

対象経費：省エネ効果５％以上の省エネルギー設備

     の導入経費（空調、給湯、ボイラー等）

○脱炭素支援資金（商工金融課）

融資枠 ：５０億円
融資上限： １億円
利子補給率：０．６７％以内
対象：省エネルギー型設備、太陽光発電施設等の
   導入、ＥＶ・ＦＣＶ・ＦＣバス等の導入



今後の展開

６
出典：環境省HP「脱炭素ポータル」カーボンニュートラルとは

県内企業の実態調査の実施及び分析

産官学金連携体制（フォーラム）の構築

取組事例集の作成と横展開



当面のスケジュール

７

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

＜夏までに＞
産官学金連携体制の構築

センター７月下旬
本格稼働

ワンストップ相談窓口開始

７月下旬
キックオフイベント開催

準備

普及啓発セミナー（随時）

人材育成講座（随時）

県内企業の
脱炭素化
取組実態調査等

間もなく本格稼働
乞うご期待！


